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大分県立看護科学大学名誉学長規程  
平成２４年３月２２日 

規 程 第 １００号 

（目的）  
第１条 この規程は、大分県立看護科学大学名誉学長（以下「名誉学長」という。）の称 

号の授与について必要な事項を定めることを目的とする。  
  
（授与の要件） 

第２条 名誉学長は、大分県立看護科学大学の学長として、教育研究、社会貢献及び業務 

運営に当たり特に顕著な功績があり、本学の発展に貢献された者に対し授与する。 

 

（授与の決定） 

第３条 第２条に該当する者があったときは、教育研究審議会の議を経て、理事会・経 

 営審議会で決定する。  
 

（記録集等の作成） 

第４条 名誉学長については、その功績を称える記録集を作成することができる。また、 

図書館その他の必要な施設設備の利用を行うことができる。 

 

(その他) 

第５条 この規程の施行に関して必要な事項は、別に定める。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

 この規程は、平成 24 年 3 月 22 日から施行する。  
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 大分県立看護科学大学名誉学長授与に関する実施要領 

 

第１ 授与の基準 

    大分県立看護科学大学名誉学長規程（以下「規程」という）第 2 条の資格要件は以下 

 を基準として、総合的に評価する。 

①教育・研究・社会貢献・業務運営の各分野において、本学の発展に寄与したことが

著しく顕著で、社会一般に公表しうる功績があること。 

②大分県独立行政法人評価委員会の評価について、大項目評価でＡ評価以上であり、

１つ以上のＳ評価を得ていること。 

③学校教育法第 109 条第 2 項の大学の機関別認証評価において、優れた評価を得てい

ること。 

 

第２ 授与決定の手続き 

（1）規程第 3 条の教育研究審議会への発議は、常勤教職員 3 名以上によって行うことが

できる。 

（2）教育研究審議会において、３分の２以上の同意を得た場合、理事会・経営審議会に

提出する。 

（3）理事会・経営審議会において、３分の２以上の同意を得て授与を決定する。 

（4）教育研究審議会、理事会・経営審議会の審議については、対象となる学長は参加す

ることができない。 

（5）名誉学長の授与は、公立大学法人大分県看護科学大学の設置者である大分県知事に

より行う。 


